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は
じ
め
に

　
二
棚
二
棚
年
は
多
く
の
人
に
と
っ
て
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
年
に
な
る
は
ず
だ
っ
た
。
日
本
に
と
っ
て
最

も
重
要
な
イ
ベ
ン
ト
は
言
う
ま
で
も
な
く
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
だ
っ
た
。
メ
デ
ィ
ア
で

は
予
選
や
本
選
に
臨
む
多
く
の
ア
ス
リ
ー
ト
の
姿
が
連
日
報
道
さ
れ
、
東
京
周
辺
に
は
多
く
の
ホ
テ
ル
が
開

業
し
、
世
界
中
か
ら
の
観
光
客
を
迎
え
入
れ
る
準
備
が
進
ん
で
い
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
結
と
国
連
発

足
か
ら
七
五
年
。
ア
メ
リ
カ
フ
ァ
ー
ス
ト
、
米
国
第
一
主
義
を
掲
げ
る
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
誕
生
な
ど
多
く
の

試
練
に
直
面
す
る
多
国
間
主
義（
マ
ル
チ
ラ
テ
ラ
リ
ズ
ム）

の
重
要
性
を
確
認
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
国
際
的
な
会

合
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。
米
国
は
四
年
に
一
度
の
大
統
領
選
挙
の
年
だ
。

　
筆
者
が
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
す
る
地
球
環
境
問
題
に
と
っ
て
も
二
棚
二
棚
年
は
非
常
に
重
要
な
年
で
、
中
国

で
の
生
物
多
様
性
条
約
の
第
一
五
回
締
約
国
会
議
、
英
国
で
の
気
候
変
動
枠
組
条
約
の
第
二
六
回
締
約
国
会

議
の
ほ
か
、
海
洋
環
境
な
ど
多
数
の
国
際
会
議
が
開
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

　
だ
が
、
多
く
の
人
が
年
の
初
め
に
抱
い
て
い
た
希
望
や
期
待
は
完
全
に
消
失
し
た
。
そ
れ
を
吹
き
飛
ば
し

た
の
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
二
棚
一
九
年
末
に
中
国
・
武
漢
市
で
最
初
に
確
認
さ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス（

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
㉕）

と
い
う
目
に
見
え
な
い
病
原
体
が
引
き
起
こ
し
た
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
だ
っ
た
。

��� はじめに
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武
漢
市
の
保
健
所
が
最
初
の
患
者
を
確
認
し
た
と
さ
れ
る
二
棚
一
九
年
一
二
月
八
日
、
筆
者
は
ス
ペ
イ

ン
・
マ
ド
リ
ー
ド
郊
外
の
国
際
会
議
場
で
、
気
候
変
動
枠
組
条
約
の
第
二
五
回
締
約
国
会
議
の
取
材
を
し
て

い
た
。
そ
れ
か
ら
数
カ
月
後
、
こ
の
会
議
場
が
巨
大
な
病
院
に
作
り
変
え
ら
れ
、
交
渉
官
ら
が
せ
わ
し
げ
に

行
き
来
し
て
い
た
会
議
場
の
フ
ロ
ア
ー
に
多
数
の
ベ
ッ
ド
が
並
ぶ
こ
と
に
な
る
こ
と
を
想
像
し
た
人
な
ど
、

二
万
人
を
超
え
る
会
議
参
加
者
の
中
の
誰
ひ
と
り
と
し
て
い
な
か
っ
た
は
ず
だ
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
中
、
新
た
な
感
染
症
が
急
速
に
世
界
中
に
広
が
り
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
引
き
起
こ

す
こ
と
を
警
告
し
て
い
た
科
学
者
は
決
し
て
少
な
く
な
か
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
警
告
が
政
策
決
定
者
に
真
剣

に
受
け
止
め
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
警
告
や
予
兆
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

新
興
感
染
症
に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
い
う
リ
ス
ク
が
、
多
く
の
人
の
レ
ー
ダ
ー
に
な
ぜ
捉
え
ら
れ
な
か
っ

た
の
か
を
問
い
、
第
二
、
第
三
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
リ
ス
ク
を
減
ら
す
た
め
に
何
を
す
る
べ
き
な
の
か
を
世

界
は
真
剣
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　
そ
ん
な
問
題
意
識
に
立
っ
て
本
書
で
取
り
上
げ
る
の
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
よ
う
な
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
と
過
去
五
棚
年
ほ
ど
の
間
に
急
速
に
進
ん
で
き
た
地
球
規
模
で
の
環
境
破
壊
と
の
関
連
で
あ
る
。
な
ぜ
な

ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症
は
、
人
間
以
外
の
動
物
に
感
染
す
る
ウ
イ
ル
ス
が
人
間
に
感
染

す
る
よ
う
に
な
っ
た
結
果
、
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
を
引
き
起
こ
す
「
動
物
由
来
感
染
症（

ズ
ー
ノ
ー
シ
ス）

」
と

呼
ば
れ
る
感
染
症
の
一
つ
で
あ
り
、
人
間
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
破
壊
が
動
物
由
来
感
染
症
の
拡
大
の
根

本
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
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第
2
章
　
地
球
温
暖
化
が
も
た
ら
す
感
染
症
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
��

水
た
ま
り
の
出
現
／
暑
く
な
る
地
球
／
最
も
危
険
な
動
物
／
三

棚
年
前
の
警
告
／
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
が
モ
デ
ル
／
変
わ
る
動
物
の

分
布
／
一
棚
億
人
に
リ
ス
ク
／
細
菌
や
寄
生
虫
も
／
日
本
に
も

忍
び
寄
る
蚊
の
恐
怖
／
日
本
脳
炎
／
復
興
投
資

◆
コ
ラ
ム
　
マ
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リ
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の
懸
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第
3
章
　
広
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野
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物
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‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
��

「
森
の
肉
」
が
急
増
／
森
林
破
壊
と
と
も
に
／
ブ
ッ
シ
ュ
ミ
ー

ト
ク
ラ
イ
シ
ス
／
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
肉
／
長
い
連
鎖
／
低
い
意

識
／
困
難
な
対
策

◆
コ
ラ
ム
　
日
本
に
も
リ
ス
ク
は
あ
る

第
4
章
　
ペ
ッ
ト
取
引
の
リ
ス
ク
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
��

押
収
オ
ウ
ム
の
群
れ
／
エ
キ
ゾ
テ
ィ
ッ
ク
ペ
ッ
ト
／
ペ
ッ
ト
が

広
め
る
感
染
症
／
日
本
で
は
オ
ウ
ム
病
／
爬
虫
類
も
原
因
に
／

消
費
大
国
日
本
／
違
法
取
引
の
巧
妙
な
手
口
／
ラ
ス
カ
ル
ブ
ー

ム
の
果
て
に
／
コ
ロ
ナ
と
野
生
動
物
取
引

◆
コ
ラ
ム
　
輸
入
で
き
な
い
は
ず
な
の
に
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第
5
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肉
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‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
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大
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地
に
家
畜
の
群
れ
／
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パ
ウ
イ
ル
ス
の
大
流
行
／
増
え
る

家
畜
／
多
い
家
畜
の
ウ
イ
ル
ス
／
人
肉
市
場
／
既
に
あ
っ
た
警

告
／
共
通
の
環
境
、
一
つ
の
健
康

◆
コ
ラ
ム
　
人
間
も
危
険
に
さ
ら
す

第
6
章
　
生
物
多
様
性
の
視
点
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
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‥
‥
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�
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／
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ロ
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響

◆
コ
ラ
ム
　
四
種
に
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種
が
絶
滅
の
危
険
に

終
　
章
　
　
根
本
か
ら
の
変
革
を
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
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‥
‥
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／
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生
物
と
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
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ィ
ス
タ
ン
ス
／
自
然
が
助
け
て

く
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る

あ
と
が
き
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序
章
　
動
物
由
来
感
染
症
の
時
代

パ
ン
ド
ラ
の
箱

　「
パ
ン
ド
ラ
の
箱
を
開
け
て
し
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
」
⒡
⒢
。
中
国
に
端
を
発
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
世
界
に
拡
大
す
る
兆
し
を
見
せ
て
い
た
二
棚
二
棚
年
二
月
二
六
日
、
著
名
な
医
学
誌
「
ニ
ュ
ー
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
ジ
ャ
ー
ナ
ル
・
オ
ブ
・
メ
デ
ィ
シ
ン
」
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
に
寄
せ
た
評
論
記
事
で
、

米
国
立
ア
レ
ル
ギ
ー
・
感
染
症
研
究
所
で
ウ
イ
ル
ス
病
原
性
・
進
化
の
研
究
部
門
を
率
い
る
ジ
ェ
フ
リ
ー
・

タ
ウ
ベ
ン
バ
ー
ガ
ー
博
士
ら
は
こ
う
綴
っ
た
。

　
世
界
保
健
機
関（

Ｗ
Ｈ
Ｏ）

が
「
新
型
コ
ロ
ナ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
」
を
宣
言
す
る
前
に
書
か
れ
た
こ
の
評
論

は
、
コ
ウ
モ
リ
の
体
内
で
静
か
に
暮
ら
し
て
い
た
ウ
イ
ル
ス
が
、
中
国
の
野
生
生
物
市
場
で
売
ら
れ
て
い
た

何
ら
か
の
動
物
を
介
し
て
人
間
に
感
染
力
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
動
物
由
来
感
染
症
で
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
、

「
わ
れ
わ
れ
人
間
は
生
態
系
を
支
配
し
た
こ
と
で
、
動
物
か
ら
人
間
に
宿
主
を
変
え
る
ウ
イ
ル
ス
に
と
っ
て

の
絶
好
の
土
俵
を
つ
く
っ
て
し
ま
っ
た
。
人
々
の
行
動
が
変
わ
り
、
環
境
が
壊
さ
れ
、
地
球
規
模
の
保
健
対

� 序章　動物由来感染症の時代
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策
が
不
十
分
な
世
界
に
七
六
億
人
が
住
む
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
で
、
動
物
の
ウ
イ
ル
ス
が
容
易
に
人

間
へ
の
脅
威
に
な
る
こ
と
を
自
覚
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
指
摘
。「
今
の
状
況
は
蓋
が
開
い
た

パ
ン
ド
ラ
の
箱
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。
も
し
、
公

衆
衛
生
の
取
り
組
み
が
こ
の
ウ
イ
ル
ス
の
広
が
り

を
抑
え
込
め
な
か
っ
た
ら
、
遠
く
な
い
う
ち
に
わ

れ
わ
れ
は
致
命
的
な
地
球
規
模
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

を
目
に
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
警
告
し
た
。

そ
の
後
、
こ
の
不
吉
な
予
言
が
的
中
し
た
こ
と
は
、

誰
も
が
知
る
と
こ
ろ
だ
。

動
物
か
ら
人
間
へ

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
ど
の
よ
う
な
経
路
で
人
間
に
感
染
、
拡
大
す
る
よ
う
に
な
っ
た
か
は
ま
だ
よ
く

分
か
っ
て
い
な
い
が
、
も
と
も
と
野
生
の
コ
ウ
モ
リ
が
持
っ
て
い
た
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
別
の
動
物
を
中
間

宿
主
と
し
て
人
間
に
た
ど
り
着
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
動
物
か
ら
人
間
に
う
つ
る
病
気
の
こ
と
を
「
動
物
由
来
感
染
症（

ズ
ー
ノ
ー
シ
ス）

」
と
呼
ぶ
。

写真 0‒1 新型コロナウイルスの電子
顕微鏡写真．米国立アレルギー・感染
症研究所提供．

�
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ア
フ
リ
カ
を
中
心
に
流
行
し
多
く
の
死
者
を
出
し
た
エ
ボ
ラ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症（

エ
ボ
ラ
出
血
熱）

、
重
症
急

性
呼
吸
器
症
候
群（

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ）

や
中
東
呼
吸
器
症
候
群（

Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ）

、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
は
す
べ
て

動
物
由
来
感
染
症
で
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
把
握
し
て
い
る
だ
け
で
も
二
棚
棚
種
類
超
に
上
り
、
人
間
の
感
染
症
の
七

棚
％
は
動
物
由
来
だ
と
の
試
算
も
あ
る
。
感
染
症
の
専
門
家
で
、
米
国
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
本
拠
を
置
く
非

政
府
組
織
「
エ
コ
ヘ
ル
ス
・
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
」
の
代
表
、
ピ
ー
タ
ー
・
ダ
ス
ザ
ッ
ク
博
士
は
、
今
こ
の
と
き

を
「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
時
代
」
と
呼
ぶ
。

　
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
場
合
も
、
中
国
の
野
生
の
キ
ク
ガ
シ
ラ
コ
ウ
モ
リ
か
ら
、
原
因
ウ
イ
ル
ス
に
よ
く
似
た
ウ
イ

ル
ス
の
遺
伝
子
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
自
然
宿
主
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
人
間
と
の
仲
立
ち
を
し
た

中
間
宿
主
は
広
州
市
な
ど
の
市
場
で
食
用
と
し
て
広
く
売
ら
れ
て
い
た
ハ
ク
ビ
シ
ン
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

コ
ウ
モ
リ
は
多
く
の
種
類
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
中
国
科
学
院
大
学

な
ど
の
グ
ル
ー
プ
は
二
棚
一
九
年
三
月
、
中
国
の
コ
ウ
モ
リ
が
多
く
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
保
有
し
、
こ
れ

が
人
間
の
動
物
由
来
感
染
症
の
リ
ス
ク
と
な
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
た
。

エ
ボ
ラ
の
出
現

　
高
熱
や
消
化
管
か
ら
の
出
血
、
鼻
血
や
血
液
ま
じ
り
の
嘔
吐
⒡
⒢
、
一
九
七
六
年
九
月
、
当
時
は
ま
だ
ザ

イ
ー
ル
と
呼
ば
れ
て
い
た
現
在
の
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
北
部
、
ヤ
ン
ブ
ク
と
い
う
小
さ
な
村
の
教
会
病
院
の

医
師
が
、
二
棚
人
を
超
え
る
奇
妙
な
症
状
の
患
者
の
発
生
を
報
告
し
た
。
マ
ラ
リ
ア
だ
と
思
わ
れ
た
教
会
学

� 序章　動物由来感染症の時代
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校
の
教
師
が
最
初
の
患
者
で
、
同

じ
注
射
器
で
注
射
を
受
け
た
患
者
、

患
者
の
治
療
や
介
護
に
当
た
っ
た

人
、
接
触
し
た
人
な
ど
に
似
た
よ

う
な
症
状
が
広
が
っ
た
。
一
七
人

の
病
院
の
ス
タ
ッ
フ
中
一
三
人
が

発
症
、
一
一
人
が
死
亡
し
、
病
院

は
閉
鎖
さ
れ
た
。
約
二
カ
月
の
間

に
三
一
八
人
の
患
者
が
確
認
さ
れ

八
八
％
に
上
る
二
八
棚
人
が
命
を

落
と
し
た
と
さ
れ
る
。
奇
妙
な
こ
と
に
ほ
ぼ
同
時
期
に
こ
の
感
染
症
は
遠
く
離
れ
た
ス
ー
ダ
ン
南
部
で
も
発

生
し
て
い
る
。
二
棚
一
四
年
か
ら
一
六
年
に
か
け
て
シ
ェ
ラ
レ
オ
ネ
、
リ
ベ
リ
ア
、
ギ
ニ
ア
と
い
う
西
ア
フ

リ
カ
三
カ
国
で
一
万
一
棚
棚
棚
人
を
超
え
る
死
者
を
出
す
な
ど
多
く
の
人
に
恐
れ
ら
れ
て
い
る
エ
ボ
ラ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
最
初
の
報
告
例
だ
っ
た
。
エ
ボ
ラ
ウ
イ
ル
ス
の
自
然
宿
主
は
未
確
定
だ
が
そ
の
後
の
調
査
で

コ
ウ
モ
リ
の
一
種
、
ア
フ
リ
カ
フ
ル
ー
ツ
バ
ッ
ト
だ
と
み
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
ゴ
リ
ラ
や
チ
ン
パ
ン
ジ
ー

な
ど
の
霊
長
類
を
介
し
て
人
間
に
感
染
し
、
重
篤
な
症
状
を
引
き
起
こ
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
エ
ボ
ラ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
典
型
的
な
動
物
由
来
感
染
症
だ
。

写真 0‒2 厳重な防護服を着てエボラ
ウイルスの拡大防止対策に臨む関係者．
アフリカ疾病対策センター（CDC）提
供．
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新
た
な
動
物
由
来
感
染
の
出
現
は
、
こ
れ
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
。
一
九
九
四
年
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

ヘ
ン
ド
ラ
と
い
う
小
さ
な
村
の
競
走
馬
の
春
舎
で
発
生
し
、
コ
ウ
モ
リ
か
ら
ウ
マ
、
そ
し
て
人
間
に
感
染
す

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
ヘ
ン
ド
ラ
ウ
イ
ル
ス
と
名
付
け
ら
れ
た
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症
が
出
現
し
た
。

九
七
年
に
は
香
港
で
六
人
の
死
者
を
出
し
二
棚
棚
二
年
に
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
で
再
び
流
行
し
た
高
病
原
性
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
九
八
年
に
マ
レ
ー
シ
ア
で
確
認
さ
れ
た
ニ
パ
ウ
イ
ル
ス
、
二
棚
棚
三
年
の
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
、

二
棚
一
二
年
の
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
と
、「
新
興
感
染
症
」
と
呼
ば
れ
る
新
た
な
動
物
由
来
感
染
症
が
次
々
と
確
認
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

再
興
感
染
症

　
米
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
病
院
で
、
脳
炎
で
死
亡
し
た
患
者
か
ら
西
ナ
イ
ル（

ウ
エ
ス
ト
ナ
イ
ル）

ウ
イ
ル
ス

が
検
出
さ
れ
、
大
き
な
注
目
を
集
め
た
の
は
一
九
九
九
年
八
月
の
こ
と
だ
っ
た
。
同
市
内
で
確
認
さ
れ
た
死

者
は
七
人
。
同
じ
時
期
に
は
カ
ラ
ス
な
ど
鳥
類
が
死
ん
で
い
る
こ
と
も
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
た
。
西
ナ

イ
ル
熱
の
感
染
は
二
棚
棚
棚
年
以
降
、
米
国
内
で
急
速
に
広
が
り
、
二
棚
棚
二
年
に
は
五
棚
州
の
う
ち
三
七

州
に
ま
で
広
が
り
、
米
国
に
定
着
し
て
し
ま
っ
た
。

　
こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
一
九
三
七
年
に
ア
フ
リ
カ
・
ウ
ガ
ン
ダ
の
西
ナ
イ
ル
地
方
で
最
初
に
確
認
さ
れ
た
こ
と

か
ら
こ
の
名
が
あ
る
。
自
然
宿
主
は
鳥
類
で
、
そ
の
血
を
吸
っ
た
蚊
が
媒
介
す
る
。
多
く
の
人
は
感
染
し
て

も
無
症
状
か
軽
症
な
の
だ
が
、
ま
れ
に
脳
炎
を
引
き
起
こ
し
て
重
症
化
す
る
と
、
激
し
い
頭
痛
や
意
識
障
害
、

� 序章　動物由来感染症の時代
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ま
ひ
な
ど
を
起
こ
し
、
死
亡
す
る
こ
と
も
あ
る
。
五
一
年
に
は
イ
ス
ラ
エ
ル
や
エ
ジ
プ
ト
で
大
流
行
す
る
な

ど
、
ア
フ
リ
カ
以
外
の
地
域
に
も
広
が
っ
て
い
た
が
、
米
国
へ
の
侵
入
と
定
着
に
よ
っ
て
大
き
な
注
目
を
集

め
た
。

　
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五
輪
の
時
期
と
重
な
っ
た
た
め
に
こ
れ
も
メ
デ
ィ
ア
の
大
き
な
注
目
を
浴
び
た
の
は
、

二
棚
一
五
年
か
ら
一
六
年
に
か
け
て
ブ
ラ
ジ
ル
を
中
心
に
広
が
っ
た
動
物
由
来
感
染
症
の
ジ
カ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
だ
。
ウ
イ
ル
ス
の
名
前
に
も
な
っ
て
い
る
ア
フ
リ
カ
・
ウ
ガ
ン
ダ
の
ジ
カ
地
域
の
森
林
で
こ
の
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
感
染
症
が
最
初
に
確
認
さ
れ
た
の
は
一
九
四
七
年
と
か
な
り
昔
の
こ
と
だ
。
ゴ
リ
ラ
や
チ
ン
パ
ン

ジ
ー
を
含
め
た
霊
長
類
が
自
然
宿
主
で
、
そ
れ
が
人
間
に
も
感
染
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
最

初
に
人
間
へ
の
感
染
が
確
認
さ
れ
た
の
は
五
二
年
の
こ
と
だ
っ
た
。
経
路
な
ど
は
よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
が
、

ジ
カ
ウ
イ
ル
ス
は
二
棚
棚
七
年
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
の
ヤ
ッ
プ
島
に
侵
入
し
、
約
三
棚
棚
人
の
患
者
が
発

生
し
て
い
る
。
一
五
年
の
南
米
で
の
流
行
時
に
は
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
「
国
際
的
に
懸
念
さ
れ
る
公
衆
衛
生
上
の
緊
急

事
態
」
を
宣
言
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
も
蚊
が
媒
介
す
る
感
染
症
だ
。

　
こ
の
よ
う
に
一
時
期
の
流
行
の
後
、
長
い
間
鳴
り
を
ひ
そ
め
て
い
た
感
染
症
が
突
然
、
再
び
流
行
す
る
こ

と
が
あ
る
。
こ
れ
を
再
興
感
染
症
と
呼
ぶ
。

　
そ
し
て
わ
れ
わ
れ
は
今
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
い
う
新
た
な
動
物
由
来
感
染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の

た
だ
中
に
あ
る
。
現
代
は
動
物
由
来
感
染
症
の
時
代
だ
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

�
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グ
ロ
ー
バ
ル
化

　
新
興
感
染
症
や
再
興
感
染
症
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
相
次
い
で
発
生
す
る
背
景
に
、
急
激
に
進
ん
だ
グ
ロ
ー

バ
ル
化
に
よ
っ
て
、
地
球
規
模
に
人
と
物
の
流
れ
が
拡
大
し
た
こ
と
が
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
米
国

に
侵
入
し
た
西
ナ
イ
ル
熱
は
、
ウ
イ
ル
ス
を
持
っ
た
蚊
が
飛
行
機
に
「
搭
乗
」
し
て
流
行
地
か
ら
米
国
に
侵

入
し
た
の
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
て
い
る
。

　
多
く
の
国
際
空
港
で
は
出
入
国
時
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
検
疫
が
行
わ
れ
、
ア
フ
リ
カ
や
南
米
の
多
く
の
国

で
は
入
国
時
に
、
黄
熱
病
の
予
防
接
種
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
携
行
を
義
務
づ
け
る
な
ど

の
感
染
症
対
策
が
と
ら
れ
て
は
い
る
。
だ
が
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
多
く
の
人
が
長
距
離
を
移
動
す
る
よ
う
に

な
っ
た
現
代
で
は
、
こ
の
程
度
の
対
策
で
は
感
染
症
の
拡
大
を
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
世
界
中
の
多
く

の
国
が
、
国
際
航
路
の
閉
鎖
に
踏
み
切
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
が
、
そ
れ
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。

根
本
原
因
は
ど
こ
に
？

　
欧
州
諸
国
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
新
た
な
波
が
大
き
く
う
ね
り
始
め
た
二
棚
二
棚
年
一
棚
月
末
、

農
地
開
発
や
森
林
破
壊
と
い
っ
た
土
地
の
改
変
、
野
生
生
物
の
取
引
と
消
費
な
ど
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
よ
う
な
動
物
由
来
感
染
症
が
ま
ん
延
す
る
リ
ス
ク
を
拡
大
さ
せ
て
お
り
、
次
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
防
ぐ

� 序章　動物由来感染症の時代
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に
は
根
本
的
な
政
策
転
換
が
必
要
だ
と
す
る
報
告
書
を
「
生
物
多
様
性
及
び
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
政

府
間
科
学
政
策
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム（

Ｉ
Ｐ
Ｂ
Ｅ
Ｓ）

」
と
い
う
国
際
機
関
が
発
表
し
た
。

　
Ｉ
Ｐ
Ｂ
Ｅ
Ｓ
と
い
う
組
織
は
日
本
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
生
物
多
様
性
の
問
題
を
語
る
と
き

に
は
、
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
存
在
だ
。
地
球
上
の
生
物
多
様
性
と
、
そ
れ
が
人
間
に
も
た
ら
す
自
然

の
恵
み
「
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
」
に
関
す
る
動
向
を
科
学
的
に
評
価
し
、
生
物
多
様
性
の
科
学
が
政
策
に
き
ち

ん
と
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
二
棚
一
二
年
に
設
立
さ
れ
た
。
既
に
日
本
を
含
め
一
三

棚
を
超
え
る
国
の
政
府
が
参
加
し
て
い
る
。
Ｉ
Ｐ
Ｂ
Ｅ
Ｓ
が
行
う
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
は
テ
ー
マ
に
応
じ
て
多

く
の
科
学
者
が
参
加
し
、
地
球
温
暖
化
の
分
野
で
同
様
の
活
動
を
進
め
る
「
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ

ネ
ル（

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ）

」
に
な
ぞ
ら
え
て
「
生
物
多
様
性
版
の
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
」
と
も
呼
ば
れ
る
。

　
Ｉ
Ｐ
Ｂ
Ｅ
Ｓ
に
よ
る
と
、
哺
乳
類
や
鳥
類
の
間
に
は
推
定
で
一
七
棚
万
種
の
ウ
イ
ル
ス
が
存
在
し
、
う
ち

五
四
万
〜
八
五
万
種
が
人
間
に
感
染
す
る
能
力
を
持
ち
う
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス

（

Ｈ
Ｉ
Ｖ）

、
エ
ボ
ラ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
動
物
由
来
感
染
症
の
病
原
体
は
、
人
間
と
自
然
界
の
接
触
に
よ
っ
て
人

間
に
ス
ピ
ル
オ
ー
バ
ー（

流
出）

す
る
よ
う
に
な
り
、
Ｉ
Ｐ
Ｂ
Ｅ
Ｓ
は
「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
引
き
起
こ
す
恐
れ

が
増
し
て
い
る
」
と
警
告
し
た
。
森
林
伐
採
や
農
畜
産
業
開
発
の
結
果
、
野
生
生
物
の
生
息
地
に
人
間
や
家

畜
が
入
り
込
む
こ
と
が
増
加
の
一
因
で
、
一
九
六
棚
年
以
降
に
報
告
さ
れ
た
感
染
症
の
三
棚
％
が
、
こ
う
し

た
土
地
の
改
変
に
関
連
し
て
い
る
と
指
摘
し
た
。

　
報
告
書
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
世
界
の
経
済
的
な
損
失
は
、
二
棚
二
棚
年
七
月
ま
で
の
段
階
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で
八
兆
〜
一
六
兆
ド
ル（

約
八
三
棚
兆
〜
一
六
六
棚
兆
円）

と
い
う
巨
額
に
達
す
る
と
試
算
。「
対
策
に
要
す

る
コ
ス
ト
は
年
間
四
棚
棚
億
〜
五
八
棚
億
ド
ル
と
二
桁
小
さ
い
」
と
、
各
国
政
府
に
対
策
強
化
を
呼
び
掛
け

た
。

　
近
年
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
新
興
や
再
興
の
動
物
由
来
感
染
症
が
各
地
で
発
生
す
る
よ
う
に
な
っ
た
原
因
は
、

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
だ
け
で
は
な
い
と
指
摘
す
る
専
門
家
は
少
な
く
な
い
。

　
過
去
、
五
棚
年
以
上
に
わ
た
っ
て
人
類
は
、
多
く
の
自
然
宿
主
と
ウ
イ
ル
ス
が
静
か
に
共
生
し
て
い
た
熱

帯
林
地
帯
に
入
り
込
ん
で
、
そ
れ
を
破
壊
し
、
大
量
の
野
生
生
物
を
捕
獲
し
、
食
べ
物
や
ペ
ッ
ト
な
ど
と
し

て
利
用
し
て
き
た
。
ア
フ
リ
カ
・
コ
ン
ゴ
川
流
域
に
あ
る
世
界
第
二
の
規
模
の
熱
帯
林
地
域
か
ら
一
九
七
六

年
に
突
如
、
姿
を
現
し
た
エ
ボ
ラ
出
血
熱
は
、
こ
の
よ
う
な
形
で
人
間
が
野
生
生
物
の
す
み
か
に
入
り
込
み
、

彼
ら
と
接
触
す
る
機
会
が
増
え
た
こ
と
が
動
物
由
来
感
染
症
が
増
え
る
原
因
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
の
好
例
だ

と
言
え
る
。

　
Ｉ
Ｐ
Ｂ
Ｅ
Ｓ
の
報
告
書
作
成
に
も
か
か
わ
っ
た
ダ
ス
ザ
ッ
ク
博
士
ら
は
二
棚
一
七
年
、「
ネ
イ
チ
ャ
ー
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
」
に
発
表
し
た
論
文
で
、
新
興
動
物
由
来
感
染
症
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
要
因
を
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
モ
デ
ル
な
ど
も
使
っ
て
詳
し
く
分
析
し
て
い
る
。
人
口
分
布
、
都
市
化
、
植
生
や
土
地
利
用

と
そ
の
変
化
、
生
物
多
様
性
や
気
候
の
変
化
な
ど
一
九
の
要
素
と
感
染
症
の
デ
ー
タ
を
突
き
合
わ
せ
た
と
こ

ろ
、
新
興
動
物
由
来
感
染
の
リ
ス
ク
に
関
係
す
る
要
素
は
、
常
緑
の
広
葉
樹
林
が
存
在
し
、
哺
乳
類
の
多
様

性
が
高
い
こ
と
、
そ
し
て
土
地
の
改
変
が
激
し
い
こ
と
な
ど
で
あ
る
と
の
結
果
が
出
た
。
博
士
ら
は
論
文
の
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中
で
、
検
討
し
た
リ
ス
ク
フ
ァ
ク
タ
ー
を
数
値
化
し
、
世

界
中
で
ど
の
よ
う
な
場
所
が
新
興
動
物
由
来
感
染
症
の
リ

ス
ク
が
高
い
か
を
示
し
た
「
感
染
症
の
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト

マ
ッ
プ
」
を
示
し
て
い
る（

図
０
㉕１）

。
リ
ス
ク
が
高
い

場
所
は
、
ア
フ
リ
カ
西
部
や
中
央
部
の
森
林
地
帯
、
東
南

ア
ジ
ア
の
熱
帯
林
地
帯
な
ど
で
、
人
口
増
加
と
都
市
へ
の

集
中
、
土
地
の
改
変
な
ど
が
激
し
い
イ
ン
ド
と
中
国
も
高

か
っ
た
。
本
章
で
紹
介
し
た
新
興
の
動
物
由
来
感
染
症
が
、

ア
フ
リ
カ
や
中
国
に
端
を
発
し
て
い
る
こ
と
が
う
な
ず
け

る
。
マ
ッ
プ
に
よ
れ
ば
西
日
本
も
思
い
の
外
、
こ
の
リ
ス

ク
が
高
い
。
常
緑
の
広
葉
樹
林
が
あ
り
、
か
つ
土
地
の
改

変
が
進
ん
で
お
り
、
温
暖
化
に
よ
っ
て
気
温
の
上
昇
傾
向

に
あ
る
こ
と
な
ど
が
関
連
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

七
つ
の
要
因

　
国
連
環
境
計
画（

Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ）

な
ど
が
二
棚
二
棚
年
五
月

に
発
表
し
た
動
物
由
来
感
染
症
の
科
学
的
評
価
に
関
す
る

図 0‒1 ダスザック博士らが作成した動物由来感染のリスクマップ．
インド，中国，アフリカなど色が濃いエリアでリスクが高い．西日本
のリスクも小さくはない．エコヘルス・アライアンスのダスザック博
士ら提供の画像を加工．

��



 
 
    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: 同サイズ 5.039 x 7.165 インチ / 128.0 x 182.0 mm
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): 改良
      

        
     32
            
       D:20180704134754
       515.9055
       B6
       Blank
       362.8346
          

     Tall
     1
     0
     Full
     1095
     363
    
     None
     Right
     595.2756
     0.0000
            
                
         Both
         AllDoc
              

       CurrentAVDoc
          

     Uniform
     515.9055
     Left
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0b
     QI+ 3
     1
      

        
     16
     17
     16
     17
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base



